
で治療を開始するにあたって
近視は将来の目の病気のリスクを高める可能性があるため、適切に治療することが大切です
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Itoi M. et al.: Eye & Contact Lens, 47, 104（2021）より作図
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進行抑制治療

近視進行抑制治療は近視の進行を抑制するものであり、進行が完全に止まるわけではあり
ません。
近視進行抑制治療は近視を改善するものではないため、近視の程度に応じて眼鏡やコンタクト
での視力矯正が必要になる可能性があります。

近視とは、目の中に入った光のピントが合う位置が網
膜より前になっている状態のことをいいます。近視の
ほとんどは眼球が前後に伸びることで起こります。

眼球は体が成長する時期に伸びることが多く、低年齢
の頃に速く伸びる可能性があります。

近視は子どものときほど速く進む可能性があります。
早い段階からできるだけ近視が強くなるのを避ける
ことで、将来の見え方を守り、目の病気になる可能性
を低下させることが治療の目的です。
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近視進行抑制治療（イメージ図）
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